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伝統技能の保存と継承のためのマルチメディア活用技術の開発

1 .研究目的

近年，職人の高齢化， 後継者の不足により今まで培

われてきた高度な技術が失われつつある.そこで，本

研究では木造船の製作を研究対象として 3 製作手順を

CAD ・映像 ・音声 ・文章などのマルチメディアを用い
たデータベース化することにより ，伝統技能の保存と

継承を可能にする手法の提案を目的とした.

2. 研究方法

研究対象としたのは，山口県の角島で漁に用いられ

てきたツノシマデンマという約 6mの手漕ぎ、の木造船

である(図 1).伝馬船造船技術紹介の映像 1)を見て伝

馬船製作の流れを把握し，伝馬船造りの大まかな全体

像と手順を理解するため約 1/24スケールのペーパー

モデ、/レを作成した.造船工程と技能の調査として，ツ

ノシマデンマの計測および実際の木造船の製作現場の

取材を行った.さらに， 3D-CADを使ってモデノレを復
元することで， 3D-CADによる製作フ。ロセスの再現の
有効性について検証した.図2に3D-CADモデノレの途
中段階の工程を示す 以上より，伝統技能の保存と継

承において有効なデータベースの形態と して， html 

ファイノレを採用し伝馬船技術保存の手法を提案する.

図1木造船ツノシマデンマ 図2CADモデル

3. 研究結果・考察

既存のデータを利用して3D-CADモデリングを行
い，Solid系CADによる 3D-CADモデノレの伝統技能
の保存と継承における有効性を確かめた ヒストリ型

CADソフ トは，モデ、ノレを作成時にモデノレツリーとして
作業の履歴を残すことができ，また，ソフ ト内の部品

編集コマン ドを実際の作業に対応させることで実際の

作業工程に沿ったモデ、/レ製作が可能で、ある そこで，

モデノレツリーを上から)1慎に見ていくことで各部品の加

工工程を確認し，モデ、ノレの再現を行ったモデルツ リ

ーだけで分からない工程では調査書 2) などの取材デ

ータ及び動画など他のメディアを活用する.

部材の寸法には，加工時に設定する寸法と加工した

結果生じる寸法があるが，部材の形状にのみ着目した

製作では，例えばミ ヨシ(船首)とカワラ(船底中央

部)の接合においてズレが生じることがある (図3左)• 

これは，実際の手順に従わない寸法決定により ，接合

114 

ものづくり創造融合工学教育センタ一 大淵慶史

部分に生じる誤差によるものである そこで， 他のメ

ディアも参照して本来の手順，加工に合うようにCAD
のコマンドを対応させると図3右のように正確に接合

することができる.このように実際の手順に従い製作

し手順を作業履歴に残すことで，Solid系CADによ
る3D-CADモデ〉レの有効性を高めることができる.
図4 (a)に作成したhtmlの実際の作業画面， (b) 

にCADによる作業画面を示す.3D-CADモデ‘/レの有
効な活用法として，モデルをPDF形式にすることで
データベース内で表示させ， 利用者が任意の方向から

モデ、ノレを見ることができるようにした.また，実際の

作業とそれに対応したCADによる作業をリンクさせ
ることで，その作業をより理解しやすいものとした.

図3 ミヨシと力ワラの接合

ミヨシイi*鉾組合
C!r1ヲ的とεiやめ措M'IW.分の'.!，.(jレをする

参考文献

L命出品;'，1.

思医健"‘

笹娠をミヨシl;f"I.AIぜるτに当て.7，及イレ
警官t守う.

電気"'"製材酌で制時間品川崎
にこ人t'.かりで'11わ

ωt誌をで'11/.，..牝よ. t~行う.

図4 htmlによる画面

1)ふるさと文化再興事業ダイジェス ト版山口県豊北

町ふるさと再発見DVD，株式会社文化映研， 2003 

2)関市立豊北歴史民族資料館，ツノシマデンマ(角島

伝馬舟)造舟記録 一民俗技術伝承の課題，2003 




